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一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳

入
が
６
６
５
億
６
９
７
７
万

円
、
歳
出
が
６
５
８
億
５
４
１

６
万
円
で
し
た
。

　
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う

５
５
５
２
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
６
億
６
０
０
９

万
円
で
、
　

年
度
に
使
う
お
金

２７

と
し
て
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
■

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
３
９
２

億
６
７
６
５
万
円
、
歳
出
は
３

８
５
億
８
１
９
９
万
円
で
し

た
。
　
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う

お
金
１
４
１
９
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
額
は
６
億
７
１

４
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
　

年
度
実
質
収
支
か

２６

ら
　
年
度
実
質
収
支
７
億
８
０

２５
４
５
万
円
を
引
い
た
単
年
度
収

支
額
に
つ
い
て
は
１
億
８
９
８

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税

が
１
３
４
億
９
７
１
２
万
円
で

歳
入
全
体
の
　
・
４
㌫
を
占
め

３４

て
お
り
、
昨
年
度
の
１
３
４
億

４
６
２
万
円
に
比
べ
て
９
２
５

０
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
企
業
収
益

の
回
復
に
よ
る
法
人
税
の

増
収
な
ど
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
い
、
地
方
消
費

税
交
付
金
が
昨
年
度
の
９

億
８
４
０
１
万
円
に
比
べ

て
２
億
６
０
８
８
万
円
増

額
さ
れ
、
　

億
４
４
８
９

１２

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
　
・
０
㌫
を
占

４７

め
る
民
生
費
は
、
臨
時
福

祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
や

高
齢
化
に
伴
う
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
昨

年
度
に
比
べ
て
９
億
２
７

０
２
万
円
（
５
・
４
㌫
）

増
の
１
８
１
億
４
５
５
５

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
河
南
町
消
防
事
務
の

受
託
な
ど
に
よ
り
、
消
防
費
が

３
億
８
１
１
万
円
（
　
・
５
㌫
）

２２

増
の
　
億
８
０
４
４
万
円
と

１６

な
っ
て
い
ま
す
。



３

子
育
て
支
援
・
教
育

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成

《
２
億
６
３
５
６
万
円
》

◆
寺
池
台
保
育
園
の
開
設
に
対

す
る
補
助

《
１
億
７
６
２
２
万
円
》

◆
新
た
な
市
営
プ
ー
ル
「
ア
ク

ア
パ
ー
ク
き
ら
め
き
」
の
開
設

《
１
億
６
１
９
９
万
円
》

◆
全
小
・
中
学
校
の
図
書
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置

《
５
５
３
５
万
円
》

◆
中
学
校
給
食
の
実
施

《
１
億
６
１
２
８
万
円
》

◆
小
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級

に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
の
推

進
《
４
２
５
５
万
円
》

◆
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強

《
３
億
９
２
６
６
万
円
》

◆
東
条
学
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

《
１
１
８
２
万
円
》

防
災
・
安
全

◆
災
害
対
策
本
部
機
能
を
消
防

本
部
へ
移
設《
１
６
７
７
万
円
》

◆
高
規
格
救
急
車
の
購
入

《
３
４
０
２
万
円
》

◆
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
総
点
検

《
７
１
３
６
万
円
》

◆
民
間
建
築
物
耐
震
診
断
お
よ

び
改
修
に
対
す
る
補
助

《
１
５
１
６
万
円
》

◆
地
域

防
犯
カ

メ
ラ
設

置
に
対

す
る
補
助
《
３
１
４
万
円
》

保
健
福
祉
・
医
療

◆
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成

《
７
８
１
４
万
円
》

◆
予
防
接
種
費
用
の
助
成

《
２
億
４
５
１
５
万
円
》

ま
ち
づ
く
り

◆
若
松
地
区
公
共
施
設
再
整
備

事
業
の
実
施

《
１
億
６
４
８
６
万
円
》

◆
バ
ス
会
社
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
す

る
補
助
《
３
８
１
万
円
》

◆
複
合
的
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
建

設
に
伴
う
設
計

《
１
９
４
６
万
円
》

◆
地
域
集
会
所
な
ど
に
対
す
る

整
備
補
助
《
２
３
２
８
万
円
》

環
境
対
策
・
産
業
振
興

◆
下
水
道
管
長
寿
命
化
工
事
の

実
施
《
２
億
３
６
２
８
万
円
》

◆
観
光
交
流
施
設
「
き
ら
め
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
開
設

《
４
１
４
９
万
円
》

◆
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
対
す
る
補
助

《
２
２
４
０
万
円
》

◆
地
産
地
消
推
進
事
業
の
実
施

《
１
９
３
万
円
》

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
（
内
線

３
３
６
）

健全化判断比率などを公表します

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、本市の２６年度決算における健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と資金不足比率を算定しました。　

　「実質赤字比率」とは、一般会計などの赤字の程度を指標化したもので、国民健康保険などの公営事業会計も含めて指標

化したものを「連結実質赤字比率」といいます。実質赤字比率と連結実質赤字比率は、全会計の実質収支の合計で赤字が

発生していないため、数値はありません。

　「実質公債費比率」とは、地方公共団体における地方債の償還による財政負担の度合いを判断する指標です。公営企業の

元利償還金への一般会計からの繰出金を算入するなど、従来の起債制限比率を見直したものとなっています。２６年度の実

質公債費比率（２４～２６年度の３カ年平均）は０.１㌫です。

　「将来負担比率」とは、将来への負担（地方債残高、退職手当支

給見込額など）の割合を指標化したもので、地方債残高と退職手当

支給見込額などを分子とし、地方公共団体が標準的な行政活動をす

るために必要な一般財源総量（元利償還金等に係る交付税算入額を

除く）を分母として計算します。２６年度は、将来への負担が発生し

ていないため、数値はありません。

　資金不足比率は、公営企業会計（本市では水道事業と公共下水道

事業）についての指標ですが、２６年度決算で資金不足が生じていな

いため、いずれも数値はありません。

　
年
度
に
実
施

26し
た
主
な
事
業

の
決
算
額

■
特
別
会
計
■

　
国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
六
つ
の
特
別

会
計
の
う
ち
、
財
産
区
を
除
く

五
つ
の
特
別
会
計
に
対
し
て
、

一
般
会
計
か
ら
一
定
の
お
金
が

繰
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
介

護
保
険
事
業
で
は
２
３
９
４
万

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
で

は
５
２
２
０
万
円
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は

８
７
５
２
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
地
方
債
残
高
は
、
一
般
会
計

が
２
６
４
億
３
７
０
７
万
円
、

特
別
会
計
が
１
８
８
億
９
６
８

６
万
円
、
合
わ
せ
て
４
５
３
億

３
３
９
３
万
円
で
、
昨
年
度
よ

り
４
億
４
４
８
２
万
円
減
っ
て

い
ま
す
。



４

　
国
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
で

は
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
結
婚
か
ら
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
強
化
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に

考
え
る
若
者
世
代
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
結
婚
さ
れ
た
際
に

は
、
優
良
な
居
住
環
境
の
下
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
本

市
へ
の
定
住
を
働
き
掛
け
る
た

め
、
本
市
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
　
年
度
中
に
４
回
開

２７

催
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
３
回
目
の

パ
ー
テ
ィ
ー
「
ク
リ
ス
マ
ス
の

前
に
素
敵
な
出
会
い
を
♪
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
散
策
＆
ク
リ
ス

マ
ス
婚
活
　
金
剛
」
を
次
の
と

in

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
３

１２

１３

時
～

と
こ
ろ
　
金
剛
連
絡
所
２
階

対
象
者
　
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　
歳
ま

２０

４０

で
の
人
　

定
員
　
男
女
各
　
人
程
度
（
申

２０

し
込
み
先
着
順
）

参
加
費
　
男
性
＝
３
０
０
０

円
、
女
性
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
　
　
月
６
日

、
午

１１

前
　
時
～
、
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ

１１
パ
ン
（
受
託
事
業
者
）〔

０
５

０
（
５
５
３
１
）
９
４
５
１
〕
へ

※
必
ず
参
加
者
本
人
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
申
し

込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c
o
.

jp
/e
x
_
s
p
e
c
ia
l/1
5
1
2
1
3
_
to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i/

〕
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
申
し
込
む
場
合
は
、

ま
ず
「
富
田
林
市
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
」
の
申
し
込
み
で
あ
る

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
㈱
エ
ク

シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
:/
/
s
s
l.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c

o
.jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
政
策
推
進
課
地
方
創
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
内
線
４
２
０
）

へ
。

婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ婚活パーティーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーを

　　　　　開催します
～クリスマスの前に素敵な出会いを♪

イルミネーション散策＆クリスマス婚活 in 金剛～

第３回

　
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的
収

入
）
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
　
・
２２

　

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ

９３の
う
ち
、
給
水
収
益
は
、
給
水

人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
昨
年

度
に
比
べ
て
３
・
　

㌫
の
減
と

１７

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
費
用
（
収

益
的
支
出
）
は
、
昨
年
度
に
比

べ
て
　
・
　


の
増
と
な
り
ま

１６

２３

し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
で

は
３
億
９
４
３
４
万
円
の
純
利

益
が
生
じ
ま
し
た
。
前
年
度
繰

越
利
益
剰
余
金
１
億
６
８
１
５

万
円
と
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰

余
金
変
動
額
　
億
４
５
３
６
万

４６

円
を
合
わ
せ
た
、　

年
度
末
の

２６

未
処
分
利
益
剰
余
金
は
　
億
７

５２

８
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
　
億
１０

２
１
７
３
万
円
は
、　

年
度
分

２６

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
６

６
４
１
万
円
、
減
債
積
立
金
１

億
５
０
０
０
万
円
、
建
設
改
良

積
立
金
１
億
５
０
０
０
万
円
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

６
億
５
５
３
２
万
円
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
　２５

億
２
９
５
３
万
円
で
す
。

※
　
年
度
か
ら
、
新
地
方
公
営

２６
企
業
会
計
基
準
を
適
用
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
安
全
・
安
定
供
給
な

ど
の
た
め
、　

年
度
に
実
施
し

２６

た
主
な
工
事
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
老
朽
化
対
策
事
業
　
金
剛
配

水
池
内
水
道
管
敷
設
替
え
工

事
、
高
辺
台
一
・
二
丁
目
水
道

管
敷
設
替
え
工
事
、
梅
の
里
二

丁
目
水
道
管
敷
設
替
え
工
事
な

ど■
災
害
関
連
事
業
　
錦
織
配
水

池
覆
土
軽
量
化
工
事
、
本
市
・

大
阪
狭
山
市
間
緊
急
時
用
連
絡

管
敷
設
工
事

問
い
合
わ
せ
　
水
道
総
務
課

（
内
線
２
５
３
）

水道事業
会計決算報告

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年６年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度



５

　
市
政
や
公
益
に
関
し
て
功
績

の
あ
っ
た
人
と
団
体
を
　
月
３

１１

日
の
文
化
の
日
に
、
す
ば
る

ホ
ー
ル
で
表
彰
し
ま
す
。
表
彰

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
有
功
賞

上
原
　
幸
子
　
　
向
陽
台

■
功
労
賞

自
治
振
興
功
労
賞

小
田
　
隆
春
　
　
富
田
林
町

阪
本
　
宜
千
　
　
清
水
町

田
中
　
清
信
　
　
平
町

教
育
文
化
功
労
賞

永
井
　
純
二
　
　
津
々
山
台

西
田
　
壽
惠
子
　
若
松
町

華
園
　
勝
文
　
　
富
田
林
町

福
田
　
賢
治
　
　
小
金
台

堀
　
　
忠
幸
　
　
山
中
田
町

富
田
林
寺
内
町
を
ま
も
り
・
そ

だ
て
る
会

公
安
防
災
功
労
賞

松
井
　
薫
　
　
　
南
大
伴
町

ミ
ズ
ホ
工
業
株
式
会
社

産
業
振
興
功
労
賞

植
野
　
修
一
　
　
中
野
町
東

木
下
　
隆
夫
　
　
喜
志
新
家
町

山
﨑
　
勝
次
　
　
中
野
町
東

山
田
　
泰
弘
　
　
久
野
喜
台

福
祉
衛
生
功
労
賞

北
野
　
隆
雄
　
　
藤
沢
台

久
保
　
義
和
　
　
高
辺
台

後
藤
　
裕
司
　
　
喜
志
町

坂
本
　
信
行
　
　
若
松
町

年
　
年
度度

2727功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績
ををををををををををををををををををををを
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
えええええええええええええええええええええ

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

功
績
を
た
た
え
　
人
とととととととととととととととととととととと

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
ををををををををををををををををををををを
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

９
団
体
を
表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

市
表
彰
式

　
本
市
で
は
、
同
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ
イ
・

ア
ラ
ー
ト
）」か
ら
送
ら
れ
て
く

る
地
震
や
津
波
な
ど
の
緊
急
情

報
を
受
信
し
、
自
動
で
防
災
無

線
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
達

す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
内
閣
府
と
気
象

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ－－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－－
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ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ををををををををををををををををををををを
」
を

通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

通
じ
た
緊
急
地
震
速
報
のののののののののののののののののののののの

伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達
訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

庁
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
を
用

い
た
訓
練
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
、
本
市
で
も
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
で
受
信
し
た
緊
急
地

震
速
報
の
訓
練
放
送
を
、
災
害

危
険
区
域
や
市
立
小
学
校
な
ど

市
内
　
カ
所
に
設
置
し
て
い
る

４１

防
災
無
線
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。
　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
身
を
守
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
、

そ
の
場
で
避
難
行
動
を
実
践
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
　
月
５
日

、
午
前
　

１１

１０

時
ご
ろ

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

四季雑感   
                                       富田林市長　多田　利喜

　昨今の異常気象の原因が、地球温暖化にあると

いうことは、常に言われていますが、こう頻繁に

起きると、日頃の温暖化防止対策や災害に備えて

の対策を一層強化する必要があると痛感していま

す。

　特に、９月１０日、茨城県で１級河川である鬼怒

川が決壊し、大水害となりましたが、その浸水面

積が本市の面積に相当すると知った時は、大きな

衝撃を受けました。また、昨年８月に広島市で豪

雨による土砂災害が発生し、多数の犠牲者が出た

のも記憶に新しいところですが、同じような地形、

土質の場所が本市にも存在することから、早期に

対策を講じる必要があります。

　万が一、大災害が発生した場合、他府県からの

救援部隊（警察、消防、自衛隊など）の受け入れ

場所として、錦織公園を使用することについて、

既に府と協議が整っており、さらに、１０月１日か

ら本市の危機管理専門員として自衛隊ＯＢを１人

採用しました。

　今後も、いつ、どこで起こるか分からない災害

に備え、市としても全力で取り組んでまいります

ので、市民の皆さんも、災害時の対応などについ

て、日頃から意識を高めていただきますよう、ご

理解、ご協力をお願いします。

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

「
出
逢
い
 つ
な
が
り
 き
ら

め
く
未
来
」
研
修
・
講
演
会

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
１

１１

２０

時
～
４
時
　
分
（
午
後
０
時
　

４０

３０

分
～
、
受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
大

ホ
ー
ル

内
容
・
講
師
　
①
講
演
「
大
阪

府
と
市
・
地
方
創
生
・
富
田
林

市
の
歴
史
」
＝
多
田
　
利
喜
市

長
、
②
「
一
生
リ
バ
ウ
ン
ド
し

な
い
奇
跡
の
３
日
片
づ
け
」
＝

石
阪
　
京
子
さ
ん
（
片
づ
け
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）、
③
「
音
楽
と
自

己
啓
発
（
潜
在
能
力
開
発
）
あ

な
た
の
潜
在
力
を
楽
し
く
引
き

出
す
」
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ピ
ア
ノ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル供
Ｏ
Ｚ
＝
オ
ズ
僑

定
員
　
６
０
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
府
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
南
大
阪
支
部

〔

０
７
２
（
９
５
８
）
３
０

０
５
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

四
十
万
　
達
　
　
不
動
ケ
丘
町

遠
坂
　
貴
史
　
　
若
松
町

中
尾
　
い
つ
子
　
東
板
持
町

水
郡
　
辰
治
　
　
甲
田

服
部
　
義
明
　
　
寿
町

増
井
　
利
雄
　
　
中
野
町

道
 
　
洋
子
　
　
佐
備

 
倉
　
弘
忠
　
　
南
大
伴
町

山
本
　
俊
雄
　
　
甲
田

南
河
内
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
す
ば
る
」

青
山
台
住
宅
地
区
福
祉
委
員
会

川
向
町
地
区
福
祉
委
員
会

須
賀
東
地
区
福
祉
委
員
会

平
町
１
丁
目
地
区
福
祉
委
員
会

伏
見
堂
地
区
福
祉
委
員
会

南
甲
田
地
区
福
祉
委
員
会

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）
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子育て世帯臨時特例給付金の申請受け付けは12月１日で終了します

　２７年６月分の児童手当を受給される人を対象として、子育て世帯臨時特例給付金の申請を受付していましたが、１２月

１日をもって、申請受け付けを終了します。申請がまだの人はお急ぎください。期限終了後の申請は原則受け付けで

きません。

申し込み　１２月１日までに、申請書に必要書類を添えて、郵送で５８４-８５１１　市役所子育て世帯臨時特例給付金支給

担当へ

※市役所２階こども未来室への持参も可（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時３０分）。

問い合わせ　子育て世帯臨時特例給付金支給担当（内線２０５）

※市給付金コールセンターは１０月３０日をもって終了しました。

臨時福祉給付金の申請受け付けを28年２月３日まで延長します

　支給対象者で申請がまだの人はお急ぎください。支給対象者かどうかの確認や申請書が必要な人はご連絡ください。

※支給対象者の要件は、市ウェブサイトの各課のページ「地域福祉課」でもご覧いただけます。

申し込み　２８年２月３日までに、申請書に必要書類を添えて、郵送で５８４-８５１１　市役所臨時福祉給付金支給担当へ

※市役所２階２０番窓口向かい特設受付窓口への持参も可（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時３０分）。

※なお、金剛連絡所２階特設受付窓口での受け付けは、１０月３０日をもって終了しました。

問い合わせ　臨時福祉給付金支給担当（内線２８６）

※市給付金コールセンターは１０月３０日をもって終了しました。

●
投
票
日
な
ど

告
示
日
　
　
月
５
日


１１

投
票
日
　
　
月
　
日

、
午
前

１１

２２

７
時
～
午
後
８
時

投
票
所
　
市
内
　
投
票
所
（
選

３４

挙
人
名
簿
登
録
者
に
送
付
す
る

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
各
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
）

●
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
事
情

で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
　
月
６
日

～
　

日

１１

２１


、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
、
金
剛
連
絡
所
２
階

ホ
ー
ル

●
投
票
所
入
場
整
理
券
お
よ
び

選
挙
公
報

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
が
な
く

て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
選
挙
公
報
は
　
月
　

１１

２０

日

ま
で
に
各
家
庭
に
配
布
し

ま
す
。
今
回
の
選
挙
か
ら
郵
送

に
よ
る
配
布
方
法
に
変
更
し
て

い
ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
は
府
選
挙

管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a

.lg
.jp
/s
e
n
k
a
n
/2
7
fu
c
h
iji/i

n
d
e
x
.h
tm
l

〕
に
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

●
不
在
者
投
票

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
で
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
た
上
、　１１

月
　
日

ま
で
に
投
票
用
紙
の

１８
請
求
を
し
て
い
た
だ
く
と
自
宅

な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
、
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
請
求
す
る
と
滞
在
先
に
投

票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
同
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
手
続
き
に
は
一
定

の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
至

急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

府知事選挙の投票日は

１１月２２日です

し尿くみ取りの実態調査
を実施しています

　本市では、現在し尿くみ取り

の対象となっているご家庭に対

して、調査員が実態調査にお伺

いしていますので、調査員が訪

問しましたら、調査へのご協力

をお願いします。なお、不審に

思われたときは身分証の提示を

求めてください。

　また、し尿くみ取りの変更

（世帯主氏名、人数、便槽の種

類変更）や中止をする場合は、

必ず衛生課に届け出てくださ

い。　※一時的に人数が変わっ

た場合（入院など）も届け出て

ください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～

１４６）

さあ投票　

選挙の主役は　あなたです
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第32回富田林商工祭

とき　１１月１５日、午前１０時～午後３時　※荒天中

止。

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　青果の即売、管内事業所による即売、イベン

ト、うまいものコーナーなど

問い合わせ　富田林商工会〔(２５)１１０１〕

2015市農業祭

とき　１１月２３日、午前９時～午後２時３０分　※荒

天中止。

ところ　石川河川敷川西グラウンド

内容　富田林産の新鮮な野菜・果物や花などの即売、

大鍋で煮た「えび芋」入り豚汁の振る舞い（午前１１

時３０分ごろ～、数量限定）など

※駐車場が大変少ないため、会場へはできるだけ公

共交通機関をご利用ください。

問い合わせ　ＪＡ大阪南大伴営農経済センター

〔(２５)９３１１〕、農業振興課（内線４４３）

リサイクル良品展

とき　１１月２０日～２７日、午前９時～午後５時

（土・日曜日、祝日は除く）

ところ　市役所１階ロビー

内容　

●リサイクル家具の展示・抽選会（抽選会を１１月２７

日、午後１時に実施、市内在住の人が対象で２７日

の正午までに応募が必要です）

●リサイクル品のお持ち帰りコーナー（不用となっ

た植木鉢や図書、衣類などの無料配布）

●資源ごみの分別クイズ

●啓発コーナー（資源ごみの分け方や正しい出し方

などのパネル展示）

問い合わせ　衛生課（内線１４８）

成人式当日の式典での登壇者を募集

　本市では、２０歳を迎えた新成人の皆さんの門出を

祝って、２８年１月１１日に成人式を開催します。当

日の式典において、舞台上で次のことをしていただ

ける新成人を募集します。

①花束および記念品を受け取る男女各3人

②「誓いのことば」を述べる男女各1人

対象者　平成７年４月２日～８年４月１日までに生

まれた人で、１２月１１日、青少年センターで開催す

る説明会に参加できる人

申し込み　１１月２７日（必着）までに、はがきに住

所、氏名、電話番号、①②の希望を記入し、５８４-

８５１１常盤町１の１　市教育委員会社会教育課〔

(２４)１４５１〕へ

※申し込み多数の場合は、説明会に参加した人の中

から抽選により決定します。

　
金
剛
地
域
魅
力
発
信
事
業
と

し
て
、
色
鮮
や
か
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
金
剛
中
央
線
の

一
部
（
金
剛
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
（
寺
池
台
一
丁
目
９
の

　
）
付
近
）
を
飾
り
ま
す
。　

６０　
ま
た
、
点
灯
式
当
日
は
、
昨

年
実
施
し
た
「
金
剛
バ
ル
★
Ｗ

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
」
が

開
催
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ル

の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。　

と
き
　
点
灯
式
＝
　

月
　

日

１１

２８


、
午
後
５
時
　
分
～
（
雨
天

３０

決
行
予
定
）、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
期
間
＝
　
月
　
日

１１

２８


～
　
月
　
日

、
午
後
５
時

１２

２７

～
　
時
１０

と
こ
ろ
　
金
剛
中
央
線
（
金
剛

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
か
ら
南
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き
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金
剛
バ
ル
★
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
 Ｌ
ａ
ｎ
ｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄ
を
開
催

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
同
治
療
費
助
成
制
度
の
承
認

を
受
け
た
、
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象
に
助

特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
の
対
象
年
齢

が
変
わ
り
ま
す

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
国
に
お
い
て
制

度
改
正
が
あ
り
、　

年
度
か
ら

２８

妻
の
年
齢
が
　
歳
以
降
に
開
始

４３

し
た
治
療
に
つ
い
て
は
助
成
対

象
外
に
な
り
ま
す
。　

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k

a
.lg
.jp
/
k
e
n
k
o
z
u
k
u
ri/
b
o
s

h
i/jo
se
i.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
保
健
医
療
室

地
域
保
健
課
〔

０
６
（
６
９

４
１
）
０
３
５
１
〕、
市
健
康
づ

く
り
推
進
課〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

薬
物
乱
用
は

　「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
　
月
～
　
月
は
「
麻
薬
・
覚

１０

１１

 醒
 剤
乱
用
防
止
運
動
月
間
」
で

せ
いす

。
違
法
な
薬
物
や
「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
」
は
買
わ
な
い
！
使
わ

な
い
！
か
か
わ
ら
な
い
！

　
違
法
な
薬
物
は
、「
簡
単
に
痩

せ
ら
れ
る
薬
が
あ
る
よ
」「
気
分

が
楽
に
な
る
よ
」
と
危
険
性
を

隠
し
、
あ
た
か
も
安
全
な
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
に
近
づ
い
て

き
ま
す
。
ま
た
「
危
険
ド
ラ
ッ

グ
」
は
麻
薬
や
覚
醒
剤
と
同
様

に
大
変
危
険
で
す
。
決
し
て
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
藤
井
寺
保
健
所

薬
事
課
〔

０
７
２
（
９
５
２
）

６
１
６
５
〕

海
高
野
線
金
剛
駅
ま
で
の
一
部
） 

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）、
金
剛
に
ぎ

わ
い
創
出
実
行
委
員
会
〔

０

８
０
（
５
３
０
９
）
３
４
４
２
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



８

　
児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は

親
に
代
わ
る
保
護
者
が
子
ど
も

の
心
身
を
傷
つ
け
る
な
ど
、
健

全
な
成
長
や
発
達
を
妨
げ
る
行

為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
関
係
機
関
が
連

携
し
、「
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
」
を
設
置
し
、
虐
待
の

防
止
や
状
況
の
改
善
に
努
め
て

い
ま
す
。

身
近
に
こ
ん
な
子
ど
も
は
い
ま

せ
ん
か

○
不
自
然
な
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

○
衣
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る

○
暗
く
な
っ
て
も
外
を
歩
き
回

り
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

○
長
時
間
、
外
や
ベ
ラ
ン
ダ
な

ど
に
出
さ
れ
て
い
る

　
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
通
告
が
必

要
で
す
。
通
告
者
や
相
談
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
虐
待
を
受
け
て
い
る

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け

た
と
き
や
ご
自
身
が
子
育
て
な

ど
で
悩
ん
だ
と
き
は
、
次
の
機

関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２
０

６
～
２
０
８
、
祝
日
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）

３０

■
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
〔

１
８
９
ま
た
は

０

５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０
、

３
６
５
日
、　

時
間
〕

２４

■
子
ど
も
の
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
相
談
専
用
）〔

０
６
（
６

７
６
２
）
０
０
８
８
、
祝
日
を

除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前
　
時
１１

～
午
後
５
時
〕

児
童
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
　
　
月
　
日

、

１１

１０

午
前
　
時
～
　
時
　
分
＝
エ

１０

１１

３０

コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
、　

日

、
午

１２

前
８
時
～
９
時
　
分
＝
近
鉄
長

３０

野
線
富
田
林
駅
前

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
６
）

　
月
は

１１児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
　
年
４
月
１
日

か
ら
保
育

２８
所
へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
所
基
準

　
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の

条
件
に
あ
る
場
合
（
た
だ
し
、

そ
の
児
童
を
保
育
で
き
る
人
が

い
る
場
合
を
除
き
ま
す
）
。

・
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る

・
出
産
前
後
（
お
お
む
ね
８
週

間
）

・
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
心
身

に
障
が
い
が
あ
る

・
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
い
る
た
め
常
時
介
護
を
し

て
い
る
（
別
居
親
族
の
介
護
含

む
）

・
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て

い
る

※
そ
の
他
、
求
職
活
動
や
職
業

訓
練
、
通
学
な
ど
も
入
所
基
準

に
該
当
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布

　
　
月
９
日

～
、
こ
ど
も
未

１１
来
室
、
各
保
育
所
、
金
剛
連
絡

所
で
配
布
し
ま
す
。

■
必
要
書
類

　
入
所
申
込
書
、
保
育
を
必
要

と
す
る
証
明
書
（
就
労
証
明
な

ど
）
、
児
童
健
康
問
診
票
、
家
庭

の
状
況
届

※
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

は
、　

歳
未
満
の
同
居
の
祖
父

６５

母
に
つ
い
て
も
必
要
で
す
。

※
求
職
活
動
で
の
申
し
込
み
の

場
合
は
、
求
職
活
動
内
容
が
確

認
で
き
る
書
類
と
１
カ
月
以
上

の
活
動
報
告
が
必
要
で
す
。

■
受
け
付
け
と
面
接

・
第
１
次
＝
　
月
９
日

～
　

１２

２５

日


・
第
２
次
＝
　
年
１
月
４
日


２８

～
　
日


２９
・
第
３
次
＝
　
年
２
月
１
日


２８

～
　
日


２９
※
い
ず
れ
も
市
役
所
２
階
こ
ど

も
未
来
室
で
受
け
付
け
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
た
だ

し
、　

月
　
日

と
　
日

は

１２

１９

２０

受
け
付
け
ま
す
。

※
子
ど
も
を
同
伴
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
承
諾

　
入
所
基
準
に
よ
り
、
第
1
次

の
受
け
付
け
分
か
ら
順
次
選
考

し
ま
す
の
で
、
第
2
次
、
第
３

次
の
受
け
付
け
は
、
残
り
の
枠

で
の
選
考
と
な
り
ま
す
。

■
結
果
通
知

　
第
１
次
の
受
け
付
け
分
は
　２８

年
１
月
下
旬
に
、
第
２
次
の
受

け
付
け
分
は
　
年
２
月
下
旬

２８

に
、
第
３
次
の
受
け
付
け
分
は

　
年
３
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し

２８ま
す
。

※
な
お
、
定
員
に
余
裕
の
な
い

場
合
な
ど
は
、
待
機
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
、
２
９
４
）

友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友
達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

友
達
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
保
育
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

《
　
年
度
保
育
所
入
所
者
の
受
け
付
け
》

２８
●
第
１
次
は
　
月
９
日

～
　
日

ま
で

１２

２５

１１月は「こころの再生」
府民運動推進月間です

　同運動では、府民一人一人が

「生命を大切にする」「思いや

る」「感謝する」「努力する」「ルー

ルやマナーを守る」といった、

時代や社会がどのように変化し

ても決して忘れてはならない大

切な「五つのこころ」を改めて

確認し、行動を見つめ直すこと

を呼び掛けています。

　１１月は同運動推進月間です。

皆さんも、この機会に日頃の暮

らしの中で、できることから実

践してみましょう。

問い合わせ　府教育総務企画課

〔０６(６９４４)８０４２〕

新
し
い
民
生
委
員
・
児
 童

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

　
月
１
日
付
で
次
の
人
が
委
嘱
さ

１０れ
ま
し
た
。

●
寿
町
三
丁
目
（
　
番
を
除
く
）

１５

担
当

畑
　
巳
幸
さ
ん
〔

　
３
８
５
８
〕

（２５）

●
久
野
喜
台
一
丁
目
４
～
　
番
担

１３

当加
藤
　
讓
二
さ
ん
〔

　
４
０
９
８
〕

（２８）

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課
（
内

線
２
８
３
）

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ももももももももももももももももももももももももももももも

児
童
虐
待
か
も
とととととととととととととととととととととととととととととと
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ららららららららららららららららららららららららららららら
……………………………………………………………………………

思
っ
た
ら
…

児
童
相
談
所

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　〔

 １
８
９
 〕
へ

い
ち
は
や
く

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ののののののののののののののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

～
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声
をををををををををををををををををををををををををををををを

　
い
ち
は
や
く
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ

キ
ャ
ッ
チ
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



９

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。
内
閣
府

で
は
　
月
　
日

～
　
日

ま

１１

１２

２５

で
の
２
週
間
、
同
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
中
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
問
題
に
関
す
る
取

り
組
み
を
一
層
強
化
し
、
人
権

尊
重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
特
設
女
性
の
た

め
の
電
話
相
談
」
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
限

ら
ず
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
性
暴
力
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を

虐
待
し
て
い
る
の
で
は
と
心
配

し
て
い
る
人
も
お
電
話
く
だ
さ

い
。

女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性ににににににににににににににににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる女性に対する 　　

暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををををををををををををなななななななななななななななななななななななななななななくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運暴力をなくす運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

　
研
修
を
積
ん
だ
女
性
の
相
談

員
が
お
聴
き
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１１

２４

１０

時
～
午
後
６
時

電
話
番
号
　〔

　
０
５
６
７
〕

（２３）

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

●
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員
に
よ
る
電
話
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　

日

～
　

日

１１

１６

２２


、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７

３０

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

　
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

１０電
話
番
号
　〔

０
５
７
０（
０

７
０
）
８
１
０
〕

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
法
務
局
人

権
擁
護
部
〔

０
６
（
６
９
４

２
）
９
４
９
６
〕

11月は自転車マナーアップ強化
月間です！～自転車などの放置
はやめましょう～

　みんなが使用する道路に自転車などを放

置すると、街の美観を損ねるだけでなく、

歩行者や緊急車両の活動の妨げとなりま

す。人の迷惑にならないよう、道路上に自

転車やミニバイクなどを放置しないように

しましょう。

　本市では、各駅周辺の道路に「自転車等

放置禁止区域」を指定し、区域内に放置さ

れている自転車やミニバイクを保管所へ撤

去・移送しています。

　１１月は自転車などの放置防止の強化月間

として、駅前放置自転車クリーンキャン

ペーンを実施し、放置自転車などの撤去・

移送を強化します。

　撤去された自転車やミニバイクなどは、

「第一自転車等保管所」（若松町東一丁目６

の２７〔(２６)３２３３〕）で返還していますが、

返還時に次のとおり移送・保管費用をいた

だきます。

自転車　１５００円

ミニバイク　２０００円

※同保管所の地図および同放置禁止区域

は、市ウェブサイトの各課のページ「道路

交通課」をご覧ください。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

「自転車事故」へ備えましょう

　２６年に府下で発生した交通事故のうち、

およそ３件に１件は自転車が関連する事故

でした。

　もし、「自転車事故」で加害者になった場

合には、高額な賠償金の支払いを命じられ

ることもあります。そのような「自転車事

故」には、保険への加入で備えることがで

きます。

　「自転車事故」に備える保険には、自転車

保険と呼ばれる保険の他にも、各種損害保

険などの特約やＰＴＡ保険、ＴＳマーク保

険などさまざまなものがあります。

　詳しくは、府交通対策協議会ホーム

ページ〔http://www.pref.osaka.lg.jp/doro

kankyo/anzen/index.html〕をご覧ください。

　自転車は手軽でエコな乗り物です。ぜひ

この機会に保険に加入し、「自転車事故」に

備えるとともに、ルールやマナーを守り、

事故の無いよう安全運転を心掛けましょ

う。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

と
き
　
　
月
７
日

、
午
前
　

１１

１０

時
～
　
時
　
分

１１

３０

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
４
階
視

聴
覚
室
　
定
員
　
　
人
５０

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

講
師
　
荘
保
　
共
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
の
里
理
事

長
）

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

　
　
月
４
日

～
　
日

ま
で

１２

１０

の
「
人
権
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、

同
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
５
日

、
午
前
　

１２

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

内
容
　
今
井
　
紀
明
さ
ん
（
N

P
O
法
人
D
×
P
理
事
長
）
に

よ
る
講
演
会
、
市
民
活
動
団
体

に
よ
る
発
表
、
小
学
生
人
権
ポ

ス
タ
ー
表
彰
式
、「
私
の
大
切
な

も
の
」
写
真
展
な
ど

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

２
０
１
５
年
度
 　
　
　
 

ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
研
修
会

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
び
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
生
き
る

～
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
～
」
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ややややややややややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししししししししししし
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

と
ん
だ
ば
や
し
人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
フ
ェ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア



１０

介護就職デイ2015

　介護関係の仕事の面接会と相談会を開催

します。　※参加事業所はハローワーク河

内長野ホームページ〔http://osaka-hello

work.jsite.mhlw.go.jp/list/nagano.html〕に記載。

とき　１１月１７日、１８日、午後２時～４時

ところ　ハローワーク河内長野２階大会議

室（河内長野市昭栄町７の２）　

※当日、直接会場へ。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)

３０８１〕

消費のサポーターを派遣します

　近年、高齢者を狙った悪質な商法が増加

しています。そのような商法にだまされな

いようにするため、老人会や自治会などの

集まり（１０～５０人まで）に「消費のサポー

ター」を派遣し、悪質な手口の内容とその

対策、注意点などの情報を提供します。

　講座時間は３０分～１時間程度です（費用

無料）。　土・日曜日も派遣しますので、日

時などについてはご相談ください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８３）

中小企業向けＢＣＰ（事業継続計
画）策定支援制度の活用を

　本市では、市内の中小企業などを対象

に、企業が自然災害などの緊急事態に遭遇

した場合に中核となる事業の継続や早期復

旧のために策定しておく事業計画「ＢＣＰ

（事業継続計画）」の作成に対し補助制度に

よる支援をしています。企業の安定した事

業継続にぜひご活用ください。

補助限度額　策定する際の補助対象経費の

２分の１以内（上限１０万円）

問い合わせ　商工観光課（内線４８２）

府中小企業労働環境向上講座　
「実例から学ぶ労務トラブル防
止セミナー」

とき　１１月１２日、午後２時～４時３０分

ところ　ＳＡＹＡＫＡホール大会議室（大

阪狭山市狭山一丁目８７５の１）　

内容　職場で頻繁に起こるさまざまなトラ

ブルについての対応法を学ぶ

対象者　企業の労務管理担当者、労働者な

ど　定員　５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　河上　徹弥さん（社会保険労務士）

※申し込み方法など詳しくはお問い合わせ

ください。

問い合わせ　府総合労働事務所南大阪セン

ター〔０７２(２７３)６１００・０７２(２７３)６３００〕

　
本
市
で
は
、
　

～
　
年
度
の

２８

３０

物
品
の
買
い
入
れ
、
修
理
、
売

り
払
い
と
管
理
等
業
務
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
新
規
受

け
付
け
し
ま
す
。
本
市
へ
の
入

札
参
加
を
考
え
て
お
ら
れ
る
人

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
申
請
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
希
望
者
は
、
契
約
検
査
課
で

申
請
の
提
出
要
領
を
受
け
取
る

か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
契
約
検
査
課
」（
用

度
係
入
札
参
加
資
格
申
請
・
物

品
等
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
要
領
の
交

付
は
、
　

月
２
日

か
ら
で
す

１１

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）。

３０

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
入
札
参

加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
契
約

検
査
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
方
法
　
　
月
１
日

～
　

１２

１８

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
提

出
要
領
に
基
づ
き
作
成
し
た
書

類
を
郵
送
（
一
般
書
留
・
簡
易

書
留
郵
便
）、
ま
た
は
宅
配
便

で
契
約
検
査
課
へ
（
持
参
不
可
）

資
格
有
効
期
間
　
　
年
４
月
１

２８

物
品
の
買
い
入
れ
、
管
理
等
業

務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
新
規
受
け
付
け

　
府
で
は
、
南
部
大
阪
都
市
計

画
案
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
縦

覧
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
関
係
市
町
村
の
住
民

お
よ
び
利
害
関
係
人
は
縦
覧
期

間
満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提

南
部
大
阪
都
市
計

画
案
の
縦
覧

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
容
　
南
部
大
阪
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
の
変
更

縦
覧
期
間
　
　
月
　
日

～
　

１１

１０

２４

日


縦
覧
場
所
　
府
庁
別
館
3
階
都

市
計
画
室
計
画
推
進
課
（
大
阪

市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目
２
の

　
）、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

１２※
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

w
w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.jp
/s
o

k
e
i/to
k
e
ish
in
_
in
d
e
x
/ju
ra

n
_
to
p
.h
tm
l

〕
で
も
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
意
見
書
は
府
都
市
計
画
室
計

画
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
意
見
書
の
提
出
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
都
市
計
画
室

計
画
推
進
課
〔
０
６
（
６
９
４

４
）
６
７
７
６
〕

日

～
　
年
３
月
　
日

の
３

３１

３１

年
間

※
な
お
、
現
在
登
録
し
て
お

り
、　

年
度
以
降
に
引
き
続
き

２８

入
札
参
加
を
希
望
す
る
場
合
も

申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
契
約
検
査
課

（
内
線
４
７
８
、
４
７
９
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
４
月
か
ら
、「
ス
プ
リ
ン
グ
入

り
マ
ッ
ト
レ
ス
」
が
、
市
の
粗

大
ご
み
で
収
集
で
き
な
い
「
処

理
困
難
物
」
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
ス
プ
リ
ン
グ
の

入
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
粗
大
ご
み
と

し
て
収
集
し
ま
す
。
処
分
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

スプリング入りマッ
トレスが処理困難物
に指定されました



１１

　
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る

季
節
を
迎
え
、
防
火
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

　
月
９
日

～
　
日

の
間
、

１１

１５

「
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　

か
く
れ
ん
ぼ
」
を
標
語
に
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
、
火
災
防
止
対
策
を
重
点

に
巡
回
広
報
活
動
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
本
市
消
防
本

部
が
発
足
し
て
　
年
の
節
目
の

５０

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
火
災
予

防
運
動
と
併
せ
て
防
火
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１１

１４

１０

時
～
　
時
　
分
（
雨
天
中
止
）

１１

３０

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
南

駐
車
場
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

内
容
　
消
防
車
・
救
急
車
の
展

示
、
は
し
ご
車
乗
車
体
験
、
子

ど
も
用
防
火
服
を
着
て
の
写
真

撮
影
、
住
宅
防
火
啓
発
お
よ
び

予
防
救
急
啓
発
な
ど

※
は
し
ご
車
乗
車
体
験
は
、
当

日
午
前
　
時
か
ら
整
理
券
を
配

１０

布
し
ま
す
（
先
着
　
組
）。
な

３０

お
、
安
全
の
た
め
身
長
１
２
０

㌢
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

防
火
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
      

入
賞
・
入
選
作
品
決
定

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
消
防

▲

藤
井
さ
ん
の
作
品

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
ののののののののののののののののののののののののののののの
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災

秋
の
全
国
火
災
   

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運

予
防
運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

　（
一
財
）市
公
園
緑
化
協
会
で

は
、
市
内
小
学
校
の
児
童
を
対

象
に
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
５
７
１

点
も
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
最
優
秀
賞
1
点
、
金
賞

6
点
、
銀
賞
　
点
、
銅
賞
　
点

１０

１３

の
入
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
お
よ
び
金
賞
の
入
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

最
優
秀
賞
　
井
上
　
夏
翠
さ
ん

（
彼
方
小
学
校
６
年
生
）

金
賞
　
久
米
　
さ
く
ら
さ
ん

（
寺
池
台
小
学
校
５
年
生
）、

辻
　
茉
奈
美
さ
ん
（
藤
沢
台
小

学
校
５
年
生
）、
今
道
　
咲
喜

さ
ん
（
彼
方
小
学
校
６
年
生
）、

太
田
　
真
心
さ
ん
（
大
伴
小
学

校
６
年
生
）、
中
村
　
裕
也
さ

ん
（
藤
沢
台
小
学
校
６
年
生
）、

伏
井
　
良
匠
さ
ん
（
藤
沢
台
小

学
校
６
年
生
）

※
入
賞
作
品
を
　
月
６
日

～

１１

　
日

ま
で
す
ば
る
ホ
ー
ル
に

２４展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

公
共
施
設
に
入
賞
作
品
と
緑
の

情
報
を
掲
載
し
た
啓
発
冊
子

「
グ
リ
ー
ン
・
あ
い
第
　
号
」

７８

を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
協
会
（
内
線

４
０
９
）

第
　
回
「ま
ち
の
樹
・緑
」

29
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
決
定

本
部
と
防
火
協
会
が
「
火
の
用

心
」
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
管

内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
７
５
３
点
の
応
募

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
２
点
、
入

賞
・
入
選
　
点
の
作
品
が
選
ば

７３

れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
は
、
藤
井
　
爽
さ

ん
（
小
金
台
小
学
校
５
年
生
）

と
佐
藤
　
駿
さ
ん
（
第
三
中
学

校
２
年
生
）
の
作
品
で
、
こ
の

２
点
を「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
使
用
し
、

公
共
施
設
や
事
業
所
な
ど
に
掲

示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

▲井上さんの作品

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工

住
宅
の
耐
震
診
断
・
工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

　
　
　
　
　
　
補
助
制
度
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

補
助
対
象
住
宅
　
昭
和
　
年
５

５６

月
　
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

３１
造
住
宅

補
助
金
額
　

○
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
　１０

分
の
９
の
額
（
上
限
４
万
５
０

０
０
円
）
　

※
一
般
的
な
住
宅
で
は
自
己
負

担
約
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
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１１月は産業廃棄物不適正処理
防止推進強化月間

　土地の所有者・管理者が、土地の管

理を適切にしていなかったり、安易に

土地を貸したりした結果、廃棄物が不

法投棄されたり、埋め立てられたりし

て、周りの生活環境にも支障を及ぼす

ことがあります。このような場合、土

地所有者などが多額の費用を負担して

撤去しなければならなくなるケースも

あります。このような事態にならない

よう、土地の状況を定期的に監視する

など、管理を徹底しましょう。また、

土地を他人に貸すときは用途を十分確

認し、書面で契約を結ぶようにしま

しょう。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課
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▲佐藤さんの作品


